
2025 年台湾国防部長表敬会談

日時：2025 年 11 月 17 日（月）16:30～19:15

場所：台湾国防部部長接待室  

台湾側：顧立雄国防部長以下各軍種代表等 5 名

日本側：SSRI 理事長髙井晉訪問団長及び SSRI メンバー（髙井晉、小野田治、矢野一

樹、小川清史、勝股秀通、岩本由起子、邱伯浩各研究員。門脇清美事務局長）

拓殖大：門間理良（元防衛研究所地域研究部長）

会談における３つの主要成果

第１の重点：日台交流現況と SSRI 教育事業、日台交流の現状報告、SSRI 理事長によ

る両国関係発展状況の詳細説明、安全保障分野における協力深化の必要性確認

第２の重点：日台軍事交流の促進メカニズム、自衛隊元将官による橋渡し機能（日本

側の元将官の仲介役としての重要性、公式外交ルートを補完する実務的交流チャ

ンネル、軍事専門知識に基づく対話促進の深化）

第 3 の重点：日米台間の協力体制（ドナルド・トランプ政権の MAGA 政策下での協力

調整、高市早苗政権の積極的台湾防衛政策との連携、頼清徳政権の民主防衛ライ

ンの共同構築

その他の焦点：SSRI の元将官の役割と貢献（非公式チャンネルでの政策調整機能、軍

事専門性を活かした政策提言、日米台間の信頼醸成の促進役）

結論：本会談では日台防衛協力の実質的進展を示す重要な成果を収めることができた。

特に SSRI の自衛隊元将官による橋渡し機能と人材育成への戦略的投資は、両国関

係の持続的発展基盤を提供する。日米台間の協力体制を構築することにより、変

化する地域安全保障環境への効果的対応が期待される。




